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エンドファイト−土壌微生物共生系の機能を活用した気候変動

に適応する持続的なテンサイ栽培技術の確立 
 

 

１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人茨城大学・成澤才彦  

 

２ 研究期間：令和４年度〜令和５年度（２年間） 

 

３ 研究目的 

気候変動に適応する持続的な農業の実現に向け、高温に強い生産技術

を開発する必要がある。そこで、植物に共生する根部エンドファイト

(DSE)をコアとした植物-DSE-土着微生物共生系による栽培技術を提唱

し、問題解決を目指す。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  DSE の活用による気候変動に適応する持続的な生産技術の開発 

選抜された DSE を資材化しテンサイおよびイチゴを育苗する。これ

ら育苗した苗を圃場に定植しその効果を確認する。 
（茨城大学農学部,宇都宮大学農学部） 

 

② 作物の生産性向上と持続的生産体系を両立する微生物機能の解析 

対象作物の生育に最適な DSE -土壌微生物共生系を把握し、その生育

を支える微生物叢全体を把握するための基礎データを得る。 
（茨城大学農学部） 

    

５ 最終目標 

選抜した DSE を供試して圃場試験を行い、高温耐性付与効果を評価する。

また、高温耐性付与に関わる微生物叢の違いに関する基礎データを蓄積す

る。 

 

６ 期待される効果・貢献 

低コストで、気候変動や環境ストレスに強く、化学農薬や肥料の使用削減と

高品質生産を両立可能な生産技術が開発される。 
 
【連絡先 茨城大学農学部 029-887-1261】 
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